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２
月
５
日
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
来
村
し
て
い
る
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
協
会
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の

学
生
を
講
師
に
招
き
、
関
川
小
学

校
で
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
参
考
に
子
ど
も
た

ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、
４
年
生
児
童

42
人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の
。

授
業
で
は
、
講
師
を
務
め
た
学

生
が
村
で
の
活
動
の
様
子
や
東
日

本
大
震
災
被
災
地
で
の
災
害
救
援
、

ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
清

掃
活
動
な
ど
に
つ
い
て
画
像
を
取

り
入
れ
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

高
橋
礼
人
さ
ん
︵
下
関
︶
は

﹁
大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
ご
み
清

掃
な
ど
の
活
動
を
一
生
懸
命
し
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
、
自
然

環
境
を
あ
ま
り
気
に
せ
ず
生
活
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
自
分
が
大
き
く
な
っ
た
ら

災
害
時
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
手
伝

い
を
し
て
み
た
い
で
す
﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子

ど
も
た
ち
へ
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
作

成
。
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、
ベ
ン

ガ
ル
語
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

し
た
。

関川小で

 国際ボランティア学生協会

  IVUSAによる「特別授業」

関川小で

 国際ボランティア学生協会

  IVUSAによる「特別授業」

平成24年12月31日付で人権擁護委員を退任

された山口順子さんに、このたび法務大臣から

感謝状が贈られました。

山口さんは、平成18年１月１日から７年間

にわたり人権擁護委員として活躍。この間、さ

まざまな人権相談や人権啓発活動に取り組んで

こられました。人権啓発活動では、村上人権擁

護委員協議会女性部で作った紙芝居と衣装で、

管内の保育園や小学校などを訪問。子どもたち

に思いやりの心の大切さを伝えてきました。

山口さんは「７年間お世話になりました。保

育園、小学校、中学校の皆さんには毎年啓発活

動で協力していただき感謝しています。今後は

いじめをなくし、いつまでも友達と仲良くいら

れるような村であってほしいです」と話してい

ました。

長い間、たいへんごくろうさまでした。

山
口
順
子
さ
ん
︵
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感
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状

２月16日、丸勝会館（下関）を会場に「荒川

流域育成会議交流会」が開催されました。これは、

荒川地区・神林地区・関川村の青少年育成会議の

役員が集まり、情報交換を通して各地区の活動に

役立てようと毎年行われているもので、当日は約

30人が参加。

情報交換会では、３地区から活動報告などがあ

り、当村からは「村の人口の１割を青少年が占め

ている。その子どもたちをいかに守っていくかが

ポイント。大人が子どもたちに期待し、願いをも

って接することを徹底していきたい」と今後の活

動方針などについて説明しました。

また、青少年育成関川村民会議の伝信男会長

（大島）は「３地区の交流を継続していくことが

大切。お互いに情報を共有しながら、青少年のた

めに行動していきたい」と話していました。

各地区の問題解決に
つなげられるように

〜荒川流域育成会議交流会〜

あ
や

と

よ
り

こ
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２月９日、大石ダム湖畔県民休養地を会場に「第

８回おおいし・どもんこ祭り」が開催されました。

主催は大石・山と川に親しむ会（橋八男会長・大石）。

当日は、村内外から訪れた家族連れなどでにぎわ

い、会場に作られた直径10㍍、高さ７㍍の巨大ども

んこに来場者も大喜び。

主催者の橋会長は「雪は大変苦労するものだけ

ど、上手く活用することをみんなに知ってもらえた

と思う。将来的に七ケ谷地区の大きなまつりになっ

てくれれば」と期待を寄せ、新潟市から家族で訪れ

た広瀬和代さんは「３年連続で訪れています。孫が

雪遊びを毎年楽しみにしていて、とても喜んでいる。

来年もぜひ来たいです」と話していました。

巨大どもんこに
子どもたちも大喜び！

第８回おおいし・どもんこ祭り

冬の恒例イベントとなった「七ケ谷冬の陣

雪ほたる」が、２月10日、安角ふれあい自然

の家を会場に行われ、約1500個の雪灯ろうが

辺り一面を幻想的な世界へと変えました。主催

はタランペクラブ（加藤克徳代表・鮖谷）。

年々、来場者が増えているイベントで、当日

も、村内外から多くの人が訪れ、暗闇の中浮か

び上がる雪ほたるの姿に魅了されていました。

新潟市からカップルで訪れたという男性は

「FACEBOOKでイベントのことを知りました。

出身が名古屋市で雪が降らない地域なので、雪

の多さにびっくりしています。雪灯ろうの数と、

幻想的な光は言葉にできません。来て良かった」

と雪ほたるの姿に感動していました。

雪原に浮かび上がる
1500個の雪灯ろう
〜七ケ谷冬の陣 雪ほたる〜

２
月
10
日
・
11
日
に
滋
賀
県
で

開
催
さ
れ
た
﹁
び
わ
湖
カ
ッ
プ
全

国
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
大
会
﹂
に
、

Ｆ
Ｃ
五
十
嵐
ガ
ー
ル
ズ
︵
新
潟

市
︶
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
篠
田
優

花
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
は
２
年
連
続
で

昨
年
４
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め

今
回
は
優
勝
を
目
指
し
て
試
合
に

臨
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
32
チ
ー

ム
中
11
位
。
そ
れ
で
も
４
ゴ
ー
ル

を
記
録
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
選
手

と
し
て
全
試
合
で
活
躍
し
ま
し
た
。

優
花
さ
ん
は
﹁
昨
年
よ
り
結
果

は
下
だ
っ
た
け
れ
ど
、
全
力
で
プ

レ
ー
で
き
て
良
か
っ
た
。
４
点
取

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
満
足
で
す
﹂

と
試
合
を
振
り
返
り
、
ま
た
、
４

月
か
ら
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
Ｕ―

18
︵
18
歳
以
下
︶

へ
の
入
団
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
﹁
練
習
に
つ
い
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
座
を
し
っ
か
り
奪
い
、
将

来
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
選
ば
れ

る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
﹂
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

父
親
の
浩
一
さ
ん
は
﹁
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
一
歩
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。e

n
jo

y
 

fo
o

tb
a
ll

﹂と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

篠 田 優 花さん（下関）
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